


























































って、15 年ほど前から中国人技能実習生の受け入れを行っている。常に 3～4 人の技能実
習生を受け入れており、本研究において調査を行った技能実習生は 5 人である。各技能実
習生に関しては、個人情報保護の観点から便宜的に αA・αB・αC・αD・αE と呼称する。 
これまでの調査日および、それぞれの調査日における調査対象の技能実習生を、以下表
1 に示す。本論文では 2019 年 11 月までの調査を対象とする。 
 
表 1 アルファ社での調査日および調査対象 
調査回 調査日 フィールドノート 録音 録画 
（技能実習生：αA・αB・αC・αD） 
第 1 回 2019 年 1 月 10 日 〇 〇 〇 
第 2 回 2019 年 1 月 19 日 〇   
（2019 年 1 月 25 日に αA と αB が帰国 技能実習生：αC・αD） 
第 3 回 2019 年 2 月 23 日 〇  〇 
（2019 年 2 月 27 日に αE がアルファ社に到着 技能実習生：αC・αD・αE） 
第 4 回 2019 年 2 月 28 日 〇 〇 〇 
第 5 回 2019 年 3 月 28 日 〇 〇 〇 
第 6 回 2019 年 4 月 29 日 〇   
第 7 回 2019 年 5 月 29 日 〇 〇 〇 
第 8 回 2019 年 6 月 29 日 〇   
第 9 回 2019 年 7 月 31 日 〇 〇  
第 10 回 2019 年 8 月 4 日 〇 〇 〇 
第 11 回 2019 年 9 月 3 日 〇 〇 〇 
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第 12 回 2019 年 10 月 27 日 〇 〇 〇 




ム、そしてコミュニケーションにおける問題の 3 つに分けて順に述べる。 
 
4.1.インタビュー映像の分析による実習生の発言傾向 
表 1 で示した第 1 回調査において、技能実習生 αA・αB・αC・αD の 4 名にインタビュ
ーを行った。これには、上記の技能実習生 4 名に加え、アルファ社の日本人スタッフ αS、
そして筆者 T が参加した。 






01   T : み, みなさんは, いくつ, ですか? とし. 
02   (0.3) 
03 αB : とし? 
04   T : とし, 年齢. 
05   (0.5) 
06   T : え::[:  ] 
07 αS :    [なん]さ[い? ] 
08   T :        [°そ]うですね°, なんさい? 
09 αD : <なんさい?>= 
10 αA : =いま,  (0.3)  hh 
11 αS : っ h[h  ] 
12 αB :    [\いま], わたし, かえる中国,すぐしんねん (.)  
13 αB : しんねんおわりわたし, 23 さい.\ 
14   T : [23 歳, <うんうん> ] 
15 αS : [23 歳, 中国で 23 歳]っていうことは, (.)  
16 αS : う:んと? な, 何年生まれって聞いた方が早いかな= 
17 αS : =中国の場合たぶんあの:: 1 歳としを多く, 言うんで:. 
18   T : あ:::. 
19 αS : うん, うんもう年が明けたらもう,もう年齢おお,多く言っちゃうんで. 
20 αS : で日本:で言ったらたとえば俺が満 40 歳んところを:,  
21 αS : 41 とか 42 とか言うんだよねえ= 
22 αS : =[中国語は.] 
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23   T :  [うんうん] 
24 αS : ねえ, だからちょっと違うんだよね,中国はね.  
25 αS : [だから  ]= 
26   T : [°そっか°] 
27 αS : =西暦何年,千九百あっ,あっとぉ,= 
28 αS : =あ[<千九百なんねん?>] 
29 αA :   [あい,          ]い:,いま:, にじゅう: に. 
30 αS : うん, あ, ああ, 22 ね. 
31 αA : あ, あ: りゃねん: = 
32 αS : =おん, 23.= 
33 αA : =ん, は, はい, [す, すすぐしんねん.] 
34 αS :          [せ, せん, うん.  ]千九百なんねん生まれ? 
35   (.) 
36 αA : 千九百なな. 
37   (.) 
38 αS : う, ん, んん? 千九百? 
39 αA : 千九百きゅ[うなな.   ] 
40 αS :           [きゅうじゅう,] きゅうじゅうなな.= 
41 αA : =きゅうじゅうなな. 
 
インタビューは個別ではなく、技能実習生全体に向けて行った。01 行目で T は「み, み
なさんは, いくつ, ですか? とし.」と、「いくつ」と「とし」という 2 種類の言葉を用い
て技能実習生の年齢を尋ねている。しかし、02 行目で 0.3 秒の沈黙が産出され、技能実習
生からの答えはない。その後、03 行目で αB が「とし?」と繰り返し、言葉の意味の不理
解を示す。これに対して 04 行目で T は「とし, 年齢.」と、「年齢」という言葉に変えて再
び質問の理解を促すが、05 行目でも 0.5 秒の沈黙が起こり、技能実習生に質問の意味は理
解されていない。06 行目で T が「え::[:  ]」と言葉に詰まっているところへ、07 行目で
日本人スタッフ αS が「[なん]さ[い? ]」（何歳）と言葉を変えることで助け船を出す。し
かし、これに対しても 09 行目で αD は「<なんさい?>=」と聞き返しの発話を行っている。
この 09 行目で αD は 08 行目の T の発話である「なんさい?」を繰り返していることから、
09 行目の αD は、言葉の意味が理解できていないが故に繰り返しを行っていると見ること
ができる。その後、10 行目で αA が「=いま,」と αD の発話をすぐに継いで発話を行い、
12・13 行目で αB が「[\いま], わたし, かえる中国,すぐしんねん (.) しんねんおわり
わたし, 23 さい.\」と、T の 01 行目からの質問に回答している。この場面では、αA と αB
が協同的に返答を行ったと見ることができる。 
トランスクリプト [インタビューα] では、質問に対する回答を行っているのは主に
αA であり、αA の発言量が多いことが分かる。次点で発言が多いのは αB である。これは
インタビュー全体の傾向であり、日本人スタッフも他の技能実習生も、返答や発言に困っ












年 1 月時点までの電話番は αA であった。前述した通り、インタビューでは主に回答する







以下のトランスクリプト [利き手] のデータは、αA と αB の帰国後、そして αE の加
入後のものである。この時点で、電話番は αA から αC に引き継がれている。 
 
[利き手_08:38] 
((新人技能実習生 αE の初仕事の際、αE の利き手が問題になった。日本人スタッフ αS
が αE の利き手を尋ねている。電話番 αC が αE のサポートについている。)) 
01 αS : + じゃああなたは手はどっちだ? 左じゃないべ. 
αs : + αE に向けて 
02 αS : あなた右利きって書いてあったぞ. 
03   (0.5) 
04 αS : + おい,おいおいおいおいおい. + あなた右じゃねえの,手. 
αs : + αE を指で呼ぶ         + 右手を挙げる 
05   (0.8) 
06 αC : みぎ. 
07 αS : + あな,あなたこう, 箸は? 箸は?  + ごはん食べるは? 
αs : + αE を指さし、箸のジェスチャー + 箸でご飯を食べるジェスチャー 
08 αE : + ((问我吃饭了吗)) 
    （ご飯のことを聞いてる？） 
αe : + αC に向けて 
09 αC : [((嗯))] 
   (うん) 
10 αS : [おお.] 
20 
 
11 αE : + (   ) 
αe : + αS に向けて 
12 αS : え? 
13 αC : 食べ:らない. 
14 αS : や + ちがちが,どっち手手手[手.]  + ごはん食べる手.= 
αs :    + 手を左右に振り手を挙げる   + 箸でご飯を食べるジェスチャー 
15 αC :                [て?] 
16 αC : =あ:::.  
17 αS : うん. 
18 αC : + ((哪个手吃饭)) 
      （ご飯を食べる時どっちの手を使うの） 
αc : + αE に向けて 
19 αE : ((αS に向かって自身の右手を指す)) 
20 αS : + こっちで取る. イチゴこっちで取る,取る,取る. 
αs : + αE が指している右手を指で指しながら 
21 αC : hhhh ((你抓反了，拿反了)) 
             （逆に持ち間違えた、逆に持ち間違えた） 
 
αE は新人であり仕事に不慣れなため、日本人スタッフ αS が指導者となって αE に仕
事を教えている。しかし、αE は日本語にも不慣れであるため、αE は αS の日本語での指
導をほとんど理解できていない。それは、01・02 行目の αE に向けられた αS の発話の後
に 03 行目で 0.5 秒の沈黙が産出されることや、07 行目の αS の発話を 08 行目で αE が正
しく理解できていないことなどからも明らかである。 
日本人スタッフ αS は、01 行目で「じゃああなたは手はどっちだ? 左じゃないべ.」と
αE の利き手を尋ねている。その後、利き手という概念の説明を行うことが困難であると
判断し、07 行目で「あな,あなたこう, 箸は? 箸は? ごはん食べるは?」と、箸を持つ手は
ご飯を食べる手であり、それは利き手であるという説明によって αE に利き手（仕事を行
う手）を理解させようとしている。 
ここで重要となるのは αC の存在である。αC は日本語にも仕事にも不慣れな αE のた
め、日本人スタッフ αS の日本語を理解し、中国語で αE に伝える役割を担っている。こ
れは電話番としての役割であると言える。しかし、αC の日本語能力も際だって高いわけ
ではない。αC は 06 行目時点では「みぎ.」とのみ発話しており、αS に明確な返答を行う
ことや、αE に対して αS の意図を伝えることができていない。また、13 行目での発話「食
べ:らない.」を αS の問いに対する返答としているが、14 行目で αS に否定されているこ
とからも、13 行目の発話は αS の質問に対する答えとしては不適切であったことが明らか
である。これらのことから、13 行目時点では αC も αS の質問の意図を正しく理解できて
いない。その後、16 行目で αC は「あ:::.」と強い発話を行い、理解を示している。18 行
目で αC は中国語で「哪个手吃饭（ご飯を食べる時どっちの手を使うの）」と αE に向かっ
て発話し、19 行目で αE は αS に向かって自身の右手を指すことで、07 行目の αS の質
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問である「あな,あなたこう, 箸は? 箸は? ごはん食べるは?」に答えている。このことか
ら、αC は 16 行目で αS の言葉を正しく理解し、18 行目で適切な通訳を αE に行ったこ
とがわかる。 
加えて、20 行目で αS が「こっちで取る. イチゴこっちで取る,取る,取る.」と αE の
右手を示しながら発話し、21 行目で αC が「你抓反了，拿反了（逆に持ち間違えた、逆に
持ち間違えた）」と中国語で αE に述べた。このことから、21 行目時点で、αE は本来行う
べき手とは逆の手で作業を行っており、利き手である右手で作業を行うことが正しいとい






しての電話番であった αA および αB の帰国後のものである。電話番は αC に移り、新人
として αE が加入した直後である。 
 
[疲れる_10:50] 
((日本人スタッフ αS が、「疲れる」の意味が分かるかどうか技能実習生 αC と αE に尋
ねている。)) 
01 αS : + いやっ,あ:の:そんなに::,あの:それ,それそれじゃあ疲れるから:,(.) 
αs : + αE に対して 
02 αS : これこれ::あの:疲れる意味分かる? 
03 αC : あ:,つか,れる:, [あ: + わかる,] 
αc :                      + 頷く 
04 αS :           [ん:       ]つかれる.レラレラ((累了累了)). 
05 αC : +レラ. 
αc : + αS を見る 
06 αS : うん. (.) 疲れる,疲れる. 
07 αC : つかれる. 
08   (0.3) 
09 αS : 疲れる= 
10 αC : =あ::, + あ:分かる,あ:だいじょぶ. いたいいたい= 
αc :      + 腰に片手を当てる 
11 αS : =あ違う疲れる,疲れる. 
12 αC : あ °分かる分かる° 
13 αS : + \わかってねえ\ 
αs : + スマホを取り出す 
14 αC : つか:,たぶん(.)つか:- + レラ. 
αc :              + αS のスマホをのぞき込む 
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15 αS : + (や: ちゃうちゃう) 
αs : + スマホの操作 
16 αS : °疲[れる     ],疲れる.° 
17 αC :   [°つかれる°] 
18   (4.2) 
19 αS : 中国語で疲れるは? ((スマホに向かって)) 
20 αS : あ[:  ] 
21 αC :  [あ:] 
22 αS : この多いね. 多い. >ちょっと待って<, °おお,多い°. 
23 αS : 中国語で疲れるは? ((スマホに向かって)) 
24 αS : + これ. 
αs : + αC にスマホの画面を見せる 
25 αC : うんうん[うん:   ] 
26 αS :     [わかんない?] これこれこれ. + これは.= 
αs :                    + 膝を曲げる 
27 αC : =うんわかる. 
28 αS : これ, だから, こう. + こうでいい,こうで. 
29 αS :             + 膝を伸ばす。αE に視線。 
30 αC : ん: + \((就那样累))\= 
          （あのようにしたら疲れるって） 
αc :    + αE に視線を向けて。指を回しながら。 
31 αS : =ちょっとおれ,見て,見て. 貸して,貸して. 
32 αC : あ:. +  
αc :    + αS に箱をわたす 
33 αS : んと:こ:持って:で,こ,こ,こ:やると疲れる, + 疲れる. 
αs :                                          + αE に向かって 
34 αC : + いたい. 
αc : + αE に向かって膝を指す。 
35 αS : °こ:でいい. こ:でいいよ.° + 
αs :                             + αE に視線をやりながら実演 
 




04 行目の αS の発話である「つかれる.レラレラ」は、疲れるとは「レラ」であるとい
うことを αC に伝えるための発話である。「レラ(累了)」は、中国語において「疲れる」に








して、αS は 11 行目で「=あ違う疲れる,疲れる.」と発話し、αC の答えは正しくないと判
断している。12 行目で αC が「あ °分かる分かる°」と再び理解を示すが、13 行目で αS
は「\わかってねえ\」と発話し、同時にスマートフォンを取り出して翻訳アプリケーショ
ンを起動する。その後、αS はスマートフォンで「疲れる」を翻訳し、24 行目でその結果
を αC に見せる。25 行目で αC は「うんうんうん:」と再び理解を示すが、26 行目で αS
は αC にオーバーラップする形で「わかんない?」と発話し、αC が示した理解を受け入れ
ない。27 行目で再び αC は「=うんわかる.」と発話するが、28 行目で αS は αE に直接指
導を行い、αC の示す理解はここでも受け入れられていない。 
 30 行目で αC は「\((就那样累))\=（あのようにしたら疲れるって）」と中国語で αE に
伝えている。このことから、30 行目の時点では間違いなく、αC は「疲れる」という日本
語の意味を理解していることがわかる。αE もこの時点で αC の母語での通訳によって、
αS の言葉の意味を理解したと考えられる。しかし、31・33 行目で αS は αE に向けてジ
ェスチャーと実演で「疲れる」の理解を促しており、αC によって αE に αS の言葉が伝
えられたということを αS は理解していないように思われる。また、34 行目で αC は「い
たい.」と発話し、同時に αE に向かって自らの膝を指している。この時点で αC は「疲れ
る」の意味を理解していることから、10 行目の αC の「いたいいたい=」は「痛い痛い」
であり、αC はやはり「痛い」を「疲れる」の代替表現として使用していると見るべきであ
ると考える。 
日本人スタッフ αS は、技能実習生 αC の示す日本語への理解に対して無頓着であるよ




語の意味が分かるとαC は 03 行目の時点で示している。しかし、05 行目と 07 行目ではα
C は明確な理解を示していない。αC が「疲れる」への理解を強く示すのは、前述の通り 10




トランスクリプト [疲れる] において重要な要素の 1 つは、このデータが、αA と αB
の帰国後、αE の加入直後のものであり、αC を中心に据え、新たに αE を加えたコミュニ
































[ ]（角括弧） 2 人以上の話者の発話が重なったり密着したりする場所（音の重なり）。 
=（等号）  発話の密着。 
(.)     0.2 秒以下の短い間。 
(n.m)      0.2 秒よりも長い間音が途絶えている場合は実際の秒数を括弧内に記す。 
.（ピリオド）   語尾の音調が下がっている場合。 
,（カンマ）   音が少し上がって弾みがついていて、続きがあることを予測させる場合。 
?（疑問符）    語尾の音が上がっている場合。 
:（コロン）    音の引き伸ばし。音の伸びの長さに応じてコロンの数を増やす。 
 （下線）   音の強調。 
°言葉°    声が小さい部分。 





>言葉<     目立って早いスピードで発話された部分。 
<言葉>     目立って遅いスピードで発話された部分。 
\言葉\     笑い顔で発話される部分。 
h        呼気音。笑いを表す。笑いながら産出される発話は、(h) を挿入する。 
 (   )     聞き取ることが困難な部分。 
((言葉))    発話の背景や要約。その他。 
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+        非言語要素の記述。 
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